
そえだ No.694

8
AUG.2019

報
豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち

広

そえだ  S o e d a 
P u b l i c 
  R e l a t i o n s

旬
の
夏
野
菜
で

　　　　　　

簡
単
朝
ご
は
ん

◉親子で作る、簡単おいしい朝ごはん
　夏休みも生活のリズムを崩さず朝食を食べる
よう親子で料理を学ぶ「朝ごはん簡単クッキン
グ」がオークホールで行われました。７月25日
は小学生とその保護者など26人が簡単に作れる
「２種類のおにぎり」や「厚揚げのみそチーズ焼
き」など５品に挑戦。料理を通じて、しっかりと
食事を取ることの大切さを学んでいました。



　

平
成
29
年
７
月
５
日
の
九
州
北
部
豪
雨
か

ら
添
田
駅
〜
夜
明
駅
間
で
不
通
の
続
く
Ｊ
Ｒ

日
田
彦
山
線
。
復
旧
に
向
け
て
、
関
係
自
治

体
と
Ｊ
Ｒ
九
州
の
協
議
が
平
行
線
を
た
ど
る

中
、
第
４
回
日
田
彦
山
線
復
旧
会
議
で
Ｊ
Ｒ

九
州
か
ら
、
①
１
億
６
千
万
円
の
収
支
改
善

が
図
れ
る
こ
と
が
前
提
で
の
鉄
道
、
②
彦
山

駅
〜
筑
前
岩
屋
駅
間
を
バ
ス
専
用
道
と
す
る

Ｂ
Ｒ
Ｔ
、
③
一
般
道
を
走
行
す
る
バ
ス
の
３

案
が
提
示
さ
れ
、
市
町
村
は
沿
線
住
民
の
意

見
を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
、
彦
山
地
区
総
合
セ
ン
タ
ー
で

地
域
住
民
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
て
Ｊ
Ｒ
日

田
彦
山
線
協
議
経
過
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
初
め
に
寺
西
町
長
が
「
１
日
で
も

早
い
復
旧
は
我
々
の
願
い
で
あ
る
。
豪
雨
災

害
復
旧
と
赤
字
路
線
の
今
後
の
問
題
は
切
り

離
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
」と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
の
手
嶋
徹
課
長

が
こ
れ
ま
で
の
協
議
の
経
過
と
Ｊ
Ｒ
九
州
の

３
案
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
「
高
齢
化
の
進
む
地
域
に

鉄
道
は
必
要
だ
。
生
活
ラ
イ
ン
で
も
あ
る
の

で
ま
ず
は
復
旧
し
て
も
ら
い
た
い
」や「
Ｊ
Ｒ

九
州
に
は
災
害
復
旧
を
行
う
義
務
が
あ
る
。

赤
字
か
ど
う
か
は
経
営
上
の
問
題
だ
。
３
自

治
体
で
の
協
議
会
を
立

ち
上
げ
る
べ
き
」、「
住

民
が
交
渉
す
る
団
体
を

設
立
し
よ
う
」
と
い
っ

た
Ｊ
Ｒ
九
州
に
対
す
る

意
見
や
鉄
路
で
の
復
旧

を
望
む
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。
終
了
後
、

寺
西
町
長
は
「
本
日
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
は

Ｊ
Ｒ
九
州
や
復
旧
会
議

の
場
に
届
け
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

◉
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
協
議
経
過
報
告
会

Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
提
示
さ
れ
た

３
つ
の
復
旧
案

①
鉄
道
②
Ｂ
Ｒ
Ｔ
③
バ
ス

〉〉〉
●平
成2
9年
７月
５日
 九州

北部
豪雨
発生

●平
成3
0年
４月
４日
 第１
回日
田彦
山線
復旧
会議

●平
成3
0年
10月

25日
 第２
回日
田彦
山線
復旧
会議

●平
成3
1年
３月

15日
 第３
回日
田彦
山線
復旧
会議

●平
成3
1年
４月

23日
 第４
回日
田彦
山線
復旧
会議

●平
成3
0年
５月

15日
 第１

回日
田彦
山線

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　復
旧会
議検
討会

●平
成3
0年
７月

20日
 第２

回日
田彦
山線

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　復
旧会
議検
討会

●平
成3
1年
１月

16日
 第３

回日
田彦
山線

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　復
旧会
議検
討会

●平
成3
1年
１月

31日
 第４

回日
田彦
山線

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　復
旧会
議検
討会

日田彦山線復旧協議経過

【日田彦山線復旧会議】
（議長）ＪＲ九州代表取締役社長　（委員）福岡・大分両県知
事、日田市長、東峰村長、寺西町長
【日田彦山線復旧会議検討会】
（会長）ＪＲ九州総合企画本部長　（委員）福岡県企画・地域
振興部長、大分県企画振興部長、日田副市長、東峰村副村長、
藤田副町長
【これまでの会議で協議された内容】
▶復旧費用　ＪＲ九州による試算約78億円が災害復旧事業
の活用で約56億円に軽減。鉄道軌道整備法の補助活用によ
ってさらに低減が可能。

●令
和元
年７
月2
8日
 ＪＲ
日田
彦山
線

　　
　　
　　
　　
　　
　　
協議
経過
報告
会

▶１億６千万円の自治体負担　ＪＲ九州は不通区間（添
田駅～夜明駅）の年間の赤字額約２億６千万円のうち、
１億６千万円の負担を関係市町村に要請
▶関係市町村の主張　①ＪＲ九州は民営化に伴い、鉄道
維持のため経営安定基金 3,877億円の交付を受け、株式
上場の際も返還していない　②ＪＲ九州は黒字会社であ
る　③ＪＲ九州社長は国会で「鉄道ネットワーク維持は
重要な役割であり、予算上、災害対策の経費を見越して
いる」と答弁している
　これらとともに災害復旧という観点から、「復旧はＪＲ
九州が責任を持って行うべき」である

町
は
、
日
田
彦
山
線
の
鉄
道

で
の
復
旧
を
目
指
し
、
こ
れ

ま
で
Ｊ
Ｒ
九
州
や
福
岡
県
、

大
分
県
、
日
田
市
、
東
峰
村

と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
復
旧

に
関
し
、
鉄
道
、
Ｂ※

１

Ｒ
Ｔ
、

バ
ス
の
３
案
が
提
示
さ
れ
た

た
め
、
今
ま
で
の
協
議
経
過

を
報
告
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
く
た
め
、
７
月

28
日
に
経
過
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

夜明

今山
大鶴

宝珠山

大行司

筑前岩屋

釈
迦
岳

　

ト
ン
ネ
ル

彦山

豊前桝田

歓遊舎
ひこさん

添田

①鉄道②BRT

29.2㎞
44分

7.7㎞
13分

22㎞
34分

13.6㎞
22分

29.2㎞
44分

29.2㎞
49分

43.3㎞
69分

7.7㎞
13分

13.6㎞
22分

7.9㎞
14分

③バス

一
般
道

一
般
道

一
般
道

一
般
道
専
用
道

一
般
道

①鉄道
▶所要時間＝約44分　▶
定時性＝鉄道を基準とす
る　▶利便性＝乗車機会
が駅に限定される
②Ｂ

※２

ＲＴ
▶所要時間＝約49分　▶
定時性＝専用道区間は鉄
道と同等の定時性が期待
できる　▶利便性＝鉄道
に比べて本数の設定が柔
軟にできる。駅以外での
乗車機会が提供できる
③バス
▶所要時間＝約69分　▶
定時性＝鉄道と同等の定
時性は期待できない　▶
利便性＝上記ＢＲＴに加
え、小石原地区での乗車
機会が提供できる

３つの復旧案の時間や利便性を比較　　　　 【参考：ＪＲ九州提供資料】

※２＿ここでは、鉄道の軌道を舗装してバス専用道を作り、定時で速い運行を可能
とするバス高速輸送システムをいい、彦山駅～筑前岩屋駅間をＢＲＴとする案

〉〉〉復の３ 案旧つ

ＪＲ九州が主体となり
継続的な運行を確保する

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持

①鉄道
　年間約１億６千万円の収支改善
が図れることを前提にＪＲ九州が
主体となって運行
▶イニシャルコスト＝約

※３

56億円　
▶ランニングコスト＝約２億９千
万円／年　
②ＢＲＴ
　運行主体はＪＲ九州
▶イニシャルコスト＝約10億８千
万

※４

円　▶ランニングコスト＝約１
億１千万円／年　

③バス
　運行主体はＪＲ九州
▶イニシャルコスト＝約１億８千
万

※４

円　▶ランニングコスト＝約１
億４千万円／年
※３＿鉄道軌道整備法の補助申請
を予定
※４＿鉄道設備の撤去費は含まれ
ない
【参考：ＪＲ九州提供資料】

住
民
報
告
会
を
開
催

復
旧
に
向
け
て
意
見
相
次
ぐ

※１＿BRT（Bus Rapid Transit）とは、連節バス、PTPS（公共車両優先システム）、バ※１＿BRT（Bus Rapid Transit）とは、連節バス、PTPS（公共車両優先システム）、バ
ス専用道、バスレーン等を組み合わせることで、速達性・定時性の確保や輸送能力の増大ス専用道、バスレーン等を組み合わせることで、速達性・定時性の確保や輸送能力の増大
が可能となる高次の機能を備えたバスシステム（国土交通省HPより）が可能となる高次の機能を備えたバスシステム（国土交通省HPより）

※１＿BRT（Bus Rapid Transit）とは、連節バス、PTPS（公共車両優先システム）、バ
ス専用道、バスレーン等を組み合わせることで、速達性・定時性の確保や輸送能力の増大
が可能となる高次の機能を備えたバスシステム（国土交通省HPより）

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持

３　広報そえだ（令和元年８月号） 広報そえだ（令和元年８月号）　２

←活発な意見が出されたＪＲ日田彦山
　線協議経過報告会



◎飲酒運転撲滅／子どもや高齢者を交通事故から守る

交通事故ゼロの
町を目指して
交通事故ゼロの
町を目指して
　町では、多くの皆さんが飲酒運転を撲滅し、子どもや高齢
者を交通事故から守るための取り組みをしています。今回は、
　町では、多くの皆さんが飲酒運転を撲滅し、子どもや高齢
者を交通事故から守るための取り組みをしています。今回は、

運転に不安を感じたら、補償運転を運転に不安を感じたら、補償運転を
　補償運転とは、加齢に伴う運転技能の低下を補うた　補償運転とは、加齢に伴う運転技能の低下を補うた
め、自身の体調や天候、道路状況などを考えて安全にめ、自身の体調や天候、道路状況などを考えて安全に
運転することです。「夜は目が見えにくいから、昼間だ運転することです。「夜は目が見えにくいから、昼間だ
けにしよう」や「雨の日は視界が悪いから、晴れの日だけにしよう」や「雨の日は視界が悪いから、晴れの日だ
けにしよう」、「長距離運転はやめて、近所のスーパーけにしよう」、「長距離運転はやめて、近所のスーパー
や病院だけにしよう」など補償運転を実践して、交通や病院だけにしよう」など補償運転を実践して、交通
事故をなくしましょう。それでも運転に不安を感じた事故をなくしましょう。それでも運転に不安を感じた
　　　　　　　　　　　　　ら、家族と相談し運転免　　　　　　　　　　　　　ら、家族と相談し運転免
　　　　　　　　　　　　　　　　許証の自主返納を　　　　　　　　　　　　　　　　許証の自主返納を
　　　　　　　　　　　　　　　　　検討しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　検討しましょう。

運転に不安を感じたら、補償運転を
　補償運転とは、加齢に伴う運転技能の低下を補うた
め、自身の体調や天候、道路状況などを考えて安全に
運転することです。「夜は目が見えにくいから、昼間だ
けにしよう」や「雨の日は視界が悪いから、晴れの日だ
けにしよう」、「長距離運転はやめて、近所のスーパー
や病院だけにしよう」など補償運転を実践して、交通
事故をなくしましょう。それでも運転に不安を感じた
　　　　　　　　　　　　　ら、家族と相談し運転免
　　　　　　　　　　　　　　　　許証の自主返納を
　　　　　　　　　　　　　　　　　検討しましょう。

●添田町タクシー利用助成事業●添田町タクシー利用助成事業
助成を受けるには毎年、申請が必要です助成を受けるには毎年、申請が必要です
　7575歳上の人を対象とした「タクシー利用助成歳上の人を対象とした「タクシー利用助成
　　券」の交付を受けるためには、毎年申請が　　券」の交付を受けるためには、毎年申請が
　　　必要です。役場から郵便などで申請の案　　　必要です。役場から郵便などで申請の案
　　　　内はしていません。今年の助成券は「ピ　　　　内はしていません。今年の助成券は「ピ
　　　　　ンク」色で、有効期限は「2020年３　　　　　ンク」色で、有効期限は「2020年３
　　　　　　　月　　　　　　　月3131日」です。まだ申請していな日」です。まだ申請していな
　　　　　　　　　い人は必要書類を添えてま　　　　　　　　　い人は必要書類を添えてま
　　　　　　　　　　ちづくり課で申請をお願　　　　　　　　　　ちづくり課で申請をお願
　　　　　　　　　　　いします。　　　　　　　　　　　いします。

◉対象対象　添田町に住民登録がある　添田町に住民登録がある7575歳以上の人歳以上の人
（同居の家族がいても申請できます）（同居の家族がいても申請できます）
※次の場合は対象となりません。①町民税など※次の場合は対象となりません。①町民税など
滞納がある②運転免許証を持っている滞納がある②運転免許証を持っている
◉助成金額助成金額　１回の乗車につき　１回の乗車につき300300円
◉必要なもの必要なもの　印鑑（代理人の場合は本人と代　印鑑（代理人の場合は本人と代
理人の印鑑が必要）、本人確認ができるもの（健理人の印鑑が必要）、本人確認ができるもの（健
康保険証など）、登録証（すでに登録している人康保険証など）、登録証（すでに登録している人
のみ）のみ）
※詳しくは問い合わせください。※詳しくは問い合わせください。
問 役場まちづくり課施策推進係（☎82-1236)問 役場まちづくり課施策推進係（☎82-1236)

交通安全実践最優秀賞に輝いた津野小児童

安全運転を呼びかけた婦人会や交通安全協会の皆さん●夏の交通安全県民運動●夏の交通安全県民運動
ドライバーの皆さん、今日も安全運転で
　７月　７月1010日から日から1919日までの夏の交通安全県民
運動期間中、県内各地で交通安全キャンペー
ンが行われました。添田町では７月ンが行われました。添田町では７月1515日、添
田町婦人会や添田大任地区交通安全協会などの
皆さんが参加して街頭で安全運転を呼びかけまし
た。皆さんは、添田駅前に交通安全ののぼり旗を
たて、道行くドライバーにお茶や啓発チラシなど
を配りながら、飲酒運転の撲滅、子どもや高齢者
の交通事故防止といった交通安全を訴えました。

５　広報そえだ（令和元年８月号） 広報そえだ（令和元年８月号）　４

●添田町タクシー利用助成事業●添田町タクシー利用助成事業
助成を受けるには毎年、申請が必要です助成を受けるには毎年、申請が必要です
　7575歳以上の人を対象とした「タクシー利用助歳以上の人を対象とした「タクシー利用助
　　成券」の交付を受けるためには、毎年申請　　成券」の交付を受けるためには、毎年申請
　　　が必要です。役場から郵便などで申請の　　　が必要です。役場から郵便などで申請の
　　　　案内はしていません。今年の助成券は　　　　案内はしていません。今年の助成券は
　　　　　「ピンク」色で、有効期限は「2020　　　　　「ピンク」色で、有効期限は「2020
　　　　　　　年３月　　　　　　　年３月3131日」です。まだ申請して日」です。まだ申請して
　　　　　　　　　いない人は必要書類を添え　　　　　　　　　いない人は必要書類を添え
　　　　　　　　　　てまちづくり課で申請を　　　　　　　　　　てまちづくり課で申請を
　　　　　　　　　　　お願いします。　　　　　　　　　　　お願いします。

も
た
ち
を
守
ろ
う
と
学
校
と
家
庭
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
、
津
野
小
学
校
が
学
童
交
通
安

全
運
動
実
践
優
秀
校
で
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま

し
た
。こ
の
大
会
は
、小
学
生
が
主
体
と
な
っ

て
活
動
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
交
通
安
全
意

識
を
高
め
よ
う
と
「
交
通
事
故
を
な
く
す
福

岡
県
県
民
本
部
」
が
主
催
。
津
野
小
学
校
は

２
年
ぶ
り
７
回
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

津
野
小
学
校
区
内
に
は
信
号
が
な
く
、
横

断
歩
道
も
校
門
前
な
ど
数
か
所
だ
け
。
そ
の

た
め
、
児
童
が
交
通
ル
ー
ル
を
覚
え
ら
れ
る

よ
う
に
と
長
年
に
わ
た
っ
て
、
交
通
安
全
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
自

転
車
の
安
全
運
転
技
術
や
交
通
ル
ー
ル
の
知

識
を
競
う
交
通
安
全
子
供
自
転
車
大
会
に
毎

回
参
加
。
保
護
者
手
作
り
の
信
号
機
の
模
型

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
白
線
を
引
い
て
模
擬
コ
ー

ス
を
作
り
、
津
野
駐
在
所
の
警
察
官
の
指
導

の
も
と
毎
年
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

終
業
式
前
の
７
月
17
日
、
６
年
生
１
人
、

５
年
生
１
人
、
４
年
生
４
人
の
６
人
が
役
場

を
訪
れ
、
寺
西
町
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し

た
。「
受
賞
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。こ
れ
か

ら
も
交
通
事
故
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と

喜
び
を
語
る
６
年
生
の
岩
本
幸
太
朗
く
ん
と

５
年
生
の
吉
川
一
徹
く
ん
。寺
西
町
長
は「
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
動
が

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
町
民
み
ん
な
の
お

手
本
で
あ
り
、
目
標
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
児
童
た
ち
を

ね
ぎ
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
は
普
段
生
活
す
る
上
で
、
自
分

た
ち
に
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。

ま
た
、ひ
と
た
び
事
故
が
起
き
て
し
ま
う
と
、

被
害
者
、
加
害
者
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人

た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
子
ど

では の さ 飲酒運 を撲 し ども 高町では、多くの皆さんが飲酒運転を撲滅し、子どもや多 の を 、子どさんが をを もやでは さ が飲 撲滅 や滅 齢町では、多くの皆さんが飲酒運転を撲滅し、子どもや高齢町では、多くの皆さんが飲酒運転を撲滅し、子どもや高齢
、す。今す 今す 今今ますますいまままていしてししてしをしみをりめの取りめるたるたるら守るらからから者を交通事故から守るための取取を交通事故か り組みをしています。今回はは守ら守るためのため み 今みをみみみみを交通事故から守るための取り組みをしています 今回は者を る守る交通 の取り組みをしていますめの交通事故から守守 り交通事故から守るための取り組故か故か 今通事故 守る 今 は者を交通事故 守る めの 今回者を交通事故から守るための取り組みをしています。今回は、者を交通事故から守るための取り組みをしています。今回は、

交通安全実践最優秀賞に輝いた津野小児童

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
団
結

津
野
小
が
交
通
安
全
実
践
最
優
秀
賞

でで
民民
ー
添
どどど
けけ
りりり
シシ
高
しし

安全運転を呼びかけた婦人会や交通安全協会の皆さん安全 転を びか た婦 会 通 全協 皆

民
ー
添
どのどどのののどの
ましけまけ ししまけけまし
を旗旗をを旗を

シなどシシなどシシなど
齢者高齢者
したした。した。

●夏の交通安全県民運動
ドライバーの皆さん、今日も安全運転で
　７月10日から19日までの夏の交通安全県民
運動期間中、県内各地で交通安全キャンペー
ンが行われました。添田町では７月15日、添
田町婦人会や添田大任地区交通安全協会などの
皆さんが参加して街頭で安全運転を呼びかけまし
た。皆さんは、添田駅前に交通安全ののぼり旗を
たて、道行くドライバーにお茶や啓発チラシなど
を配りながら、飲酒運転の撲滅、子どもや高齢者
の交通事故防止といった交通安全を訴えました。

飲酒運転は、絶対しない！　させない！飲酒運転は、絶対しない！　させない！　許さない！　許さない！
　８月　８月2525日㊐から日㊐から3131日㊏までは日㊏までは
飲酒運転撲滅週間です。飲酒運転は飲酒運転撲滅週間です。飲酒運転は
重大な犯罪で、非常に重い罰則や社重大な犯罪で、非常に重い罰則や社
会的制裁が科せられます。また、会的制裁が科せられます。また、
飲酒運転事故は被害者、加害飲酒運転事故は被害者、加害
者、その両方の家族の生活を者、その両方の家族の生活を
大きく変えてしまいます。自分自身はもちろん、周り大きく変えてしまいます。自分自身はもちろん、周り
の人が飲酒運転をしないように呼びかけましょう。飲の人が飲酒運転をしないように呼びかけましょう。飲
酒運転を見かけたら迷わず110番通報をしてください。酒運転を見かけたら迷わず110番通報をしてください。
みんなの力で飲酒運転をなくしましょう。みんなの力で飲酒運転をなくしましょう。

●添田町タクシー利用助成事業
助成を受けるには毎年、申請が必要です
　75歳以上の人を対象とした「タクシー利用助
　　成券」の交付を受けるためには、毎年申請
　　　が必要です。役場から郵便などで申請の
　　　　案内はしていません。今年の助成券は
　　　　　「ピンク」色で、有効期限は「2020
　　　　　　　年３月31日」です。まだ申請して
　　　　　　　　　いない人は必要書類を添え
　　　　　　　　　　てまちづくり課で申請を
　　　　　　　　　　　お願いします。

◉対象　添田町に住民登録がある75歳以上の人
（同居の家族がいても申請できます）
※次の場合は対象となりません。①町民税など
滞納がある②運転免許証を持っている
◉助成金額　１回の乗車につき300円
◉必要なもの　印鑑（代理人の場合は本人と代
理人の印鑑が必要）、本人確認ができるもの（健
康保険証など）、登録証（すでに登録している人
のみ）
※詳しくは問い合わせください。
問 役場まちづくり課施策推進係（☎82-1236)

飲酒運転は、絶対しない！　させない！　許さない！
　８月25日㊐から31日㊏までは
飲酒運転撲滅週間です。飲酒運転は
重大な犯罪で、非常に重い罰則や社
会的制裁が科せられます。また、
飲酒運転事故は被害者、加害
者、その両方の家族の生活を
大きく変えてしまいます。自分自身はもちろん、周り
の人が飲酒運転をしないように呼びかけましょう。飲
酒運転を見かけたら迷わず110番通報をしてください。
みんなの力で飲酒運転をなくしましょう。



現況届は、受給者の前年の
所得と８月１日現在の児

童の養育の状況を確認するため
の届です。この届を提出しない
と、８月以降の手当の支給を受
けることができなくなりますの
で、必ず提出してください。

【児童扶養手当】

◉支給要件

　次のいずれかに該当する児童（18歳の誕生日を迎えた後の
３月31日までにある人、障害児は20歳未満）を監護している
母、父または養育者に支給されます。
▷父母が離婚　▷父（母）が死亡　▷母が未婚で懐胎　▷父（母）
から１年以上遺棄　▷父（母）が生死不明　▷父（母）が法令に
より引き続き１年以上拘禁　▷父（母）が年金の障害等級１級
程度にあり、公的年金の加算対象となっていない
◉手当の月額（平成 31 年４月以降）

※定められた額以上の所得があるときは手当が支給されません。

◉手当の一部支給停止措置について

　「児童扶養手当の受給から５年を経過する等の要件」に該当
する受給資格者は、支給額の２分の１が支給停止となる場合
があります。ただし、「適用除外の事由」に該当する場合は、
届出書を提出することで減額されません。
▶適用除外の事由とは…
▷就業している　▷求職活動など自立のための活動をしてい
る　▷身体上または精神上の障害がある　▷負傷または疾病
などにより就労することが困難である　▷介護などにより就
業することが困難である

【特別児童扶養手当】

◉支給要件

　精神または身体が法令で定める程度以上の障害の状態にあ
る20歳未満の児童を養育している人に支給されます。

※定められた額以上の所得があるときは手当が支給されません。

問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係（☎ 82-1232）

７　広報そえだ（令和元年８月号）

まちからのお知らせ＆情報

手当を受けるためには欠かせない手続きです

児童扶養手当・特別児童扶養手当
８月は現況届の提出月です

更新手続きは８月30日金までです

公費医療費支給制度の
更新手続きをお忘れなく

区　分 児童１人 児童２人 児童３人

全部支給 42,910 円 53,050 円 59,130 円

一部支給 10,120 円～
42,900 円

15,190 円～
53,030 円

18,230 円～
59,100 円

重度障害児（１級） １人につき　52,200 円

中度障害児（２級） １人につき　34,770 円

【重度障害者医療費支給制度】

　重度障害者の医療費の一部を対象者また
は保護者に支給する制度です。対象者には
申請書を送付しますので、必要な書類をそ
ろえて８月30日金までに住民課保険年金係
に提出してください。審査後に医療証を郵
送します。

【ひとり親家庭等医療費支給制度】

　ひとり親家庭の親・
児童や父母のいない児
童に医療費の一部を支
給する制度です。（小学
１年生から中学３年生ま
での児童については全
額無料）対象者には申
請書を送付しますので、
更新に必要な書類をそろえて、８月30日金
までに保健福祉環境課子育て・障がい者支
援係に提出してください。審査後、新たに
医療証を郵送します。

※上記の制度は、一定以上の所得がある場合
は支給されません。ただし、中学３年生まで
の児童・生徒については、子ども医療の対象
となります。

※子ども医療については、更新手続きの必要
はありませんが、制度運営のため所得情報の
照会をさせていただき、必要に応じて、所得
証明書等の提出をお願いする場合があります。

問 重度障害者医療
　 ＝役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）
　 ひとり親家庭等医療
　 ＝役場保健福祉環境課子育て・障がい者
　 支援係（☎ 82-1232）

広報そえだ（令和元年８月号）　６

第25回参議院議員通常選挙開票結果

投票率は選挙区で49.20％
比例代表では49.19％

７月21日に行われた第25回
参議院議員通常選挙の添

田町の投票率は選挙区49.20％
（前回平成28年58.89％）、比例
代表は、49.19％（前回平成28年
58.89％）でした。

【投票結果（比例代表）】

【投票結果（選挙区）】

届出
順位

所属党派 候補者氏名 得票数

１ 国民民主党 春田　くみこ 271
２ NHKから国民を守る党 川口　尚宏 73
３ 日本共産党 かわの　祥子 452
４ オリーブの木 浜武　しんいち 12
５ 公明党 しもの　六太 1,108
6 安楽死制度を考える会 本藤　昭子 25
7 立憲民主党 野田　くによし 638
8 幸福実現党 江夏　まさとし 105
9 自由民主党 松山　まさじ 1,334

届出
順位

名簿届出
政党等の名称

合計
得票数

政党等
得票数

名簿登載者
得票数

１ 日本共産党 389.100 351 38.100

２ 自由民主党 1,673.178 1,096 577.178

３ オリーブの木 15 12 ３

４ 社会民主党 131 103 28

５ 公明党 749.236 719 30.236

６ 国民民主党 287.192 193 94.192

７ 日本維新の会 103 91 12

８ 幸福実現党 105 103 ２

９ 立憲民主党 442 357 85

10 労働の解放をめざす
労働者党 ３ ２ １

11 NHKから国民を守る党 24 22 ２

12 安楽死制度を考える会 10 ８ ２

13 れいわ新選組 102.288 59 43.288
◉選挙当日有権者数（在外有権者含む）／ 8,548 人
◉投票者数／ 4,205 人
◉投票率／ 49.19％

問 添田町選挙管理委員会（☎ 82-1231 ／総務課内）

◉選挙当日有権者数（在外有権者含む）／ 8,548 人
◉投票者数／ 4,206 人
◉投票率／ 49.20％

　今年も町内の地場産品で賑
にぎ

わう「ふる里
まつり」を盛り上げる出演者を募集します。
詳しくは役場地域産業推進課まで問い合わ
せください。募集要項や申請書は、添田町
ホームページでもダウンロードできます。

■と き　10 月 26 日土・27 日日
　　　　　　10時～16時
■ところ　オークホール駐車場内
　　　　　イベントステージ

■申込締切　８月30日金
■その他　出演に伴う経費の助成あり
※詳しくは募集要項で確認してください。
※出演者には後日説明会を行います。
※出演枠には限りがあります。

　◉主催者側で用意できるもの
　基本的音響設備（マイク数本・会場向け
スピーカー・CD再生機器）、電源（100V）
※電源を使用する場合は申込時に使用機材
を申請してください。

　◉出演者側で用意が必要なもの
　衣装・楽器などの、出演に必要な道具（搬
入・搬出作業、車両含む）、
音源素材（データ・カセ
ットテープ不可、CDの
み再生可能）
問 役場地域産業推進課
　 商工業振興係
　 （☎ 82-5962）

申し込みは８月30日金までです

【募集】ふる里まつり
ステージイベント出演者

　 （☎ 82 59

器などの、出演に必要な道具道 （搬
業、車両含む）、
データ・カセ
不可、CDの

産業推進課
興係
962）962
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My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　７月17日、今
年で69回目を迎
える「社会を明
るくする運動」
が行われ、本町
と大任町の保護
司会や関係団体
の皆さんが街頭
で啓発活動を行
いました。役場
での出発式の後、町内を巡回したり、道の駅やスーパー
でチラシを配布したりして、犯罪や非行を防止し、立ち
直りを支える地域のチカラの重要性を訴えていました。

社会を明るくする運動

立ち直りを支えるのは地域のチカラ

↑立ち直りの支えに地域の協力を呼びかけました↑楽しい講演会に、会場は笑いに包まれていました

　７月28日、子
ども会球技大会
が町体育館で行
われ、各地区か
ら14チーム、約
140人の子ども
たちがドッジボ
ールで熱戦を繰
り広げました。
コートを駆け回
り、ボールを勢いよく投げる子どもたち。練習の成果と
チームワークを発揮し、手に汗握る好ゲームが展開され
ました。試合結果＝１位伊原、２位上中元寺、３位不動

第58回添田町子ども会球技大会

チームワークで勝利を目指せ !!

↑夏の暑さに負けない白熱の試合が展開されました

自衛隊募集相談員委嘱式

自衛官を目指す人はいつでも相談を

↑関心のある人は加來勉さん（☎82-1048）まで連絡を

添田町離乳食教室

旬の夏野菜で栄養たっぷりの離乳食

↑今年はあと４回、離乳食教室を開催予定です

　７月11日、オ

ークホールで離

乳食教室が行わ

れました。家族

の食事を作る過

程で、赤ちゃん

の月齢に合わせ

た離乳食を作る

「とり分け離乳

食」に挑戦した

参加者たち。夏らしく、タコライスやナスとオクラの豆

乳スープなど４品を作りました。参加者は「こういった

教室があると、とても助かります」と話していました。

　７月11日、自
衛官募集相談員
委嘱状交付式が
役場で行われ、
加來勉さん（岩
瀬）に藤田副町
長から委嘱状が
手渡されました。
相談員の任期は
２年間で、自衛
官志願者に関する情報の提供や学校への募集協力の促進、
自衛隊の広報活動などの支援をボランティアで行います。
自衛官に関心のある人は、お気軽に相談してください。

道の駅歓遊舎ひこさん

子どもたちに人気のイベント↓「ヤマメつかまえたよ」冷たい池の中でびしょ濡れになって、ヤマメをつかまえる子どもたち

　７月16日、道の駅歓遊舎ひこさんのこども
わくわくパーク内にある池で、夏恒例の人気
イベント「ヤマメのつかみ取り大会」が行われ、
約120人が参加しました。池の中で素早く逃
げるヤマメを追いかける子どもたちの元気な
姿に盛んな声援が送られていました。７月28
日には、子どもたちの大好きなカブトムシや

クワガタのほか、
地元産野菜などが
当たる抽選会が行
われ、多くの家族
連れで大盛況の２
日間となりました。

福太郎めんべい女子ソフトボール

全日本選手権での健闘を誓う ↓福太郎めんべいが出場する第71回全日本総合女子選手権は９月14日から鹿児島県で開催です

　７月25日、オ

ークホールで、

落語家の、露の

新治さんによる

人権講演会が行

われました。露

のさんは「みん

などこかで血が

つながっている。

数代前の先祖の

名前もわからない人が、他人の血筋をとやかく言うこと

はできない」と話し、「自分の人生の芯、“自芯”が“自信”に

なる。一度しかない人生を笑顔で生きよう」と語りました。

人権講演会

「自芯」が「自信」へとつながっていく

　平成29年の九州北部豪雨から２年となった
７月５日、オークホールで防災講演会が行わ
れ、町防災専門官の有川芳仁さんが「逃げ遅
れゼロを目指して」をテーマに講演しました。
有川さんは約70人の聴衆を前に「行政だけで
は対応できない災害が発生した場合、地域の
つながりが命を守る」と強調。「近所の助け合

いが大切。自分が
避難することで周
りの人も避難する。
まずは率先して避
難してほしい」と
訴えていました。

　女子ソフトボールチームの「福太郎めんべ
い」が創部４年目で全日本総合女子選手権へ
の初出場を決めました。６月に長崎県で行わ
れた九州地区予選会で優勝した福太郎めんべ
い。チームには選手30人が所属し、普段は町
内のめんべい工場で働きながら、敷地内のグ
ラウンドで汗を流しています。６月27日、選
手５人とチーム関係者らが寺西町長に九州大
会の優勝と全国大会出場を報告。黒木秀美監
督は「投打のバランスの良い試合展開だった」
と振り返り、キャプテンの永井葵選手は「挑
戦者の気持ちを忘れずに全力プレーで頑張り
たい」と意気込みを力強く語っていました。

↑豪雨犠牲者を追悼、黙とうを捧げました

くるみ保育園が七夕飾り付け

みんなの願い、天まで届くといいね

↑願いを込め、童謡「たなばたさま」を歌う園児たち

　くるみ保育園
による七夕飾り
が、しゃくなげ
荘のロビーに展
示され、来館者
の目を楽しませ
ていました。７
月１日、園児９
人は「練習して
いる太鼓が上手
く叩けますように」や「プリンセスになりたい」、「お菓
子の国に行けますように」などの願いを込めた短冊や飾
りを天井に届きそうな大きなササに結びつけていました。 ↑大好きなクワガタをゲットできるかな

防災講演会

「逃げ遅れゼロ」を目指して↓田川地区消防本部に38年間勤務。これまでの経験から避難することの大切さを語る有川さん
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問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎82-5964）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

今
か
ら
約
240
年
前
の
出
来
事

で
す
。
町
内
の
あ
る
村
に

太
郎
兵
衛
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。

彼
は
村
の
庄
屋
を
務
め
て
い
ま
し

た
が
、
年
貢
の
取
り
ま
と
め
方
が

悪
か
っ
た
た
め
、
そ
の
仕
事
を
辞

め
さ
せ
ら
れ
、
村
か
ら
も
追
放
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
村
を
追
い
出
さ

れ
た
太
郎
兵
衛
は
、上
伊
田
村（
現

在
の
田
川
市
）
の
半
助
と
い
う
人

の
家
に
身
を
寄
せ
、
村
へ
帰
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

願
い
も
叶
わ
ず
、
半
助
の
家
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
か
つ
て
太
郎
兵
衛
が

住
ん
で
い
た
村
で
は
、
牛
や
馬
が

次
々
と
死
ん
で
い
く
不
思
議
な
出

来
事
が
起
き
ま
し
た
。
村
で
は
、

お
坊
さ
ん
が
死
ん
だ
牛
や
馬
の
供

養
を
し
て
い
る
と
、
太
郎
兵
衛
の

亡
き
魂
が
現
れ
、
自
分
が
村
を
恨

ん
で
、
牛
や
馬
を
呪
い
殺
し
た
と

告
げ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
太
郎
兵
衛
の
処

罰
に
つ
い
て
は
、
少
し
手

違
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
彼
の
亡

き
魂
を
鎮
め
る
た
め
、
上
伊
田
村

の
墓
前
に
村
の
守
り
本
尊
と
位
牌

を
置
い
て
供
養
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
効
果
が
無
か
っ
た
よ
う
で
、

村
で
は「
座
頭
」（
琵
琶
法
師
）を
呼

び
、
太
郎
兵
衛
の
祟た
た

り
を
鎮
め
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
彼
の
亡
き
魂

が
村
へ
帰
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

墓
前
で
村
へ
帰
る
こ
と
を
許
可
し
、

村
に
墓
所
の
土
を
持
ち
帰
り
、
新

た
な
墓
を
建
て
、
供
養
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
記
に
は
太
郎
兵
衛
の

記
事
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

祟
り
は
治
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
「
御
用
日
記
」
に
は
大

雨
で
流
さ
れ
た
木
橋
の
材

木
を
村
中
の
人
々
で
か
き
集
め
た

こ
と
や
、
村
を
訪
れ
て
い
た
占
い

師
が
気
分
を
損
ね
、
夜
中
に
手
荷

物
な
ど
も
持
た
ず
に
小
石
原
へ
向

か
っ
た
こ
と
な
ど
、
色
々
な
出
来

事
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
の
言
葉
で
書
か
れ
て
い
る
た

め
、
文
章
を
理
解
す
る
の
は
少
し

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
図

書
館
で
読
め
ま
す
の
で
、
江
戸
時

代
の
人
々
の
暮
ら
し
を
感
じ
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員（
ま
ち
づ

く
り
課
歴
史
文
化
財
係
）】

　

暑
い
夏
の
時
期
、
世
間
で
は
怖
い
話
を
聞
い
た
り
、
お
化
け
屋
敷

を
訪
れ
た
り
し
て
、
一
瞬
の
涼
し
さ
を
求
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
回
の
歴
ま
ち
コ
ラ
ム
で
は
、
江
戸
時
代
に
町
内
の
様
子
を

書
い
た
『
御
用
日
記
』
か
ら
少
し
怖
い
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
に
町
内
で
書
か
れ
た

『
大
庄
屋
中
村
家
御
用
日
記
』

◉
９
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

８
月
16
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

文
芸
歳
時
記

【
俳
句　

投
稿
】

光
る
露
錦
風
荘
の
植
木
か
な　
　
　
　
　

村
岡　

清
香

端
居
し
て
炭や

ま坑
の
歴
史
を
紐
解
き
ぬ　
　

濵
田
イ
サ
オ

霊
峰
の
風
を
ま
と
ひ
て
ラ
ベ
ン
ダ
ー　
　

伊
勢
村　

稔

夕
涼
み
い
ま
が
倖

し
あ
わ

せ
唄
も
出
る　
　
　
　

本
川
ミ
ツ
子

川
面
ゆ
く
蛍
の
光
静
か
な
り　
　
　
　
　

寺
本　

紀
子

孕
馬
の
な
に
を
見
つ
む
る
遠
目
癖　
　
　

島
津
余
史
衣

血
の
池
の
塔
婆
を
過
る
つ
ば
く
ら
め　
　

柴
田　

一
世

平
成
の
春
満
月
を
惜
し
み
け
り　
　
　
　

斎
藤
智
寿
子

運
河
沿
ひ
に
並
ぶ
土
蔵
や
糸
柳　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

芝
桜
の
丘
を
撫
で
行
く
若
葉
風　
　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

何
用
も
な
き
町
な
れ
ど
訪
ね
来
し

　
　
　
　

蛍
ケ
池
と
ふ
地
名
に
惹
か
れ　

独
活
山
強
実

花
て
ぼ
に
つ
ば
な
を
摘
ん
で
遊
び
し
も

　

今
は
只
萱

ち
が
や

と
な
り
て
風
に
そ
よ
ぎ
ぬ　

仲
摩　

直
子

雨
続
き
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
活
気
づ
く

　
　
　
　
　

衣
類
は
躍
る
フ
ル
回
転
で　

櫻
木
マ
サ
子

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】　
　
　

ひ
ま
わ
り
や
直
立
不
動
も
や
や
猫
背　
　

諌
山　

静
香

梅
雨
深
む
山
も
暮
し
も
ひ
と
つ
色　
　
　

鈴
鹿　

雅
子

七
夕
の
笹
の
葉
ゆ
ら
す
妣は

は

の
影　
　
　
　

安
永　

藻
香

空
耳
か
枯
れ
た
ダ
ム
よ
り
子
ら
の
声　
　

手
嶋
く
み
え

初
蝉
に
地
球
安
泰
安
堵
し
て　
　
　
　
　
　

武
田　

晴
子

少
年
に
ヒ
マ
ワ
リ
い
っ
ぱ
い
海
い
っ
ぱ
い　

池　
　

三
太

お
む
す
び
と
こ
と
こ
と
列
車
梅
雨
晴
間　
　

西　
　

加
予

日
本
の
真
ん
中
に
居
て
風
若
葉　
　
　
　

大
池
み
ど
り

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

小
物
入
れ
整
理
し
な
が
ら
捨
て
き
れ
ず

　
　
　
　
　

母
の
蝦が

ま
ぐ
ち

蟇
口
今
年
も
残
す　

荒
巻
ミ
サ
子

山
膨
ら
み
鐘
の
音
聞
え
待
ち
を
れ
ば

　
　
　
　

御
降
り
の
御
輿
厳
か
に
来
る　

福
富　

廣
枝

御
即
位
の
一
般
参
賀
に
雅
子
妃
は

　
　

月
見
草
の
黄
の
ド
レ
ス
な
り
け
り　

五
十
嵐
田
鶴

藤
の
花
咲
き
初
め
し
今
日
逝
き
ま
し
し

　
　
　
　
　

成
子
先
生
安
ら
か
に
あ
れ　

平
井　

朝
子

み
ち
の
く
の
お
城
の
堀
の
水
に
映
る

　
　
　
　

万
朶
の
櫻
は
波
に
ゆ
ら
め
く　

大
塚　

富
江

昼
さ
が
り
く
っ
き
り
と
見
ゆ
る
稜
線
を

　
　
　
　

仰
ぎ
て
友
の
あ
り
し
日
思
ふ　

木
村　

寛
子

添田町郷土史会編『大庄屋中村家御用日記』昭和56（1981）年３月

8月29日木～9月4日水は
子どもの人権110番強化週間です

　８月29日木～９月４日水は「子どもの人権110番
強化週間」です。いじめや体罰、不登
校や虐待など、子どもに関する人権問
題の相談に、法務局職員と人権擁護委
員が無料で応じます。秘密は厳守され
ますので、気軽に相談してください。
▶とき　▷平日の８月29日木～８月30日金、９月２日
月～９月４日水＝８時30分～19時　▷８月31日土、
９月１日日＝10時～17時
▶相談ダイヤル「子どもの人権 110番」
　（☎ 0120-007-110）
※ＩＰ電話は（☎ 092-739-4175）へ電話してく
ださい。
　また 「子どもの人権110番」では強化週間以外でも
相談を受け付けています。
▶とき　８時30分～17時15分（時間外と土日祝日は
留守番電話対応）

問 相談ダイヤル（☎ 0120-007-110）

金 ９月２日

後

記

太
郎
兵
衛

『大庄屋中村家御用日記』の原本

　E メールは①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前
の読み方　④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50
文字以内）　⑧保護者の連絡先を送信してください。

koudojyouhou@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

９月生まれは、８月16日金
までに投稿ください！

３歳までのお子さん
募集中です

　お子さんの写真にメッ

セージを添えて、役場総

務課広報・秘書係まで持

参してください。下記の

アドレスから、メールで

投稿することもできます。

問 役場総務課広報・秘書
　 係（☎ 82-1231）

８月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

上田 燎
りょう

ちゃん 
８月 28日生 ❸・上津野

３歳の誕生日おめでとう！これか
らも元気に大きくなーれ



▼
と
き　

９
月
25
日
水　

13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

　
（
福
岡
市
）

▼
定
員　

15
人
／
受
講
料
千
円

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
福
岡
県

　

看
護
協
会
サ
イ
ト
で
申
し
込
み

※
対
象
者
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
講
師　

添
田
町
地
域
お
こ
し
協
力

　

隊 

佐
々
木
晋
さ
ん（
料
理
研
究
家
）

▼
定
員　

24
人
／
参
加
費
500
円

▼
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

※
託
児
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
男
女
共

　

 

同
参
画
推
進
係（
☎
82
―
５
８
０
０
）

▼
と
き　

①
８
月
20
日
火
10
時
〜
12

　

日
金（
託
児
あ
り
）、
保
育
所
見
学

　

＝
10
月
９
日
水

▼
と
こ
ろ　

講
座
・
交
流
会
＝
イ
イ

　

ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

講
座
、
交
流
会
、

▼
対
象　

育
児
休
業
中
の
女
性

▼
募
集
人
数　

10
人
程
度
（
先
着
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
限　

９
月
27
日
金

問 

㈱
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
社

　

 

（
☎
092
―
483
―
０
１
５
８
）

　

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
キ
ー
マ
カ
レ
ー

な
ど
４
品
を
作
り
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
24
日
土
10
時
〜
13
時

　

16
時
30
分

※
１
日
単
位
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

▼
対
象
者　

訪
問
看
護
に
従
事
し
て

　

３
年
以
上
の
看
護
職
員

▼
募
集
人
数　

各
30
人

▼
参
加
費　

１
日
4
千
円
（
資
料
代
）

▼
募
集
期
限　

９
月
30
日
月

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

　

県
で
は
、
育
児
休
業
中
の
皆
さ
ん

の
不
安
や
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

講
座
・
交
流
会
＝
10
月
４

▼
勤
務
時
間　

８
時
間
ま
た
は
６
時

　

間
／
週
休
２
日

▼
時
給　

千
円
〜
千
300
円

※
調
理
師
免
許
が
あ
れ

ば
、な
お
良
し
。

※
保
険
、有
給
休
暇
あ

り
。通
勤
費
支
給
。

問 

し
ゃ
く
な
げ
荘

　

 

（
☎
85
―
０
１
２
３
）

【
第
２
回
一
般
曹
候
補
生
・
第
４
回
自

衛
官
候
補
生
（
任
期
制
自
衛
官
）】

▼
１
次
試
験
日　

９
月
21
日
土
（
筆

　

記
試
験
・
適
性
検
査
）

▼
試
験
会
場　

飯
塚
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
受
験
資
格

　

日
本
国
籍

　

を
有
す
る

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

▼
受
付
期
限　

９
月
６
日
金

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
募
集
団
地　

添
田

　

町
営
住
宅
夢
の
里

　

団
地
、真
木
団
地
、

　

千
代
町
団
地

▼
申
込
開
始　

８
月
19
日
月

▼
申
込
方
法　

役
場
住
環
境
整
備
課

　

で
申
し
込
み

※
空
き
家
が
無
く
な
り
次
第
終
了
。

問 

役
場
住
環
境
整
備
課
住
宅
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
５
）

　

時　

②
８
月
21
日
水
15
時
30
分
〜

　

16
時
30
分
受
付

▼
と
こ
ろ　

①
添
田
人
材
開
発
セ
ン

　

タ
ー　

②
ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
内
容　

健
診
結
果
や
食
生
活
、
栄

　

養
改
善
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、気
軽

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

①
８
月
19
日
月　

②

　

申
込
不
要

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

　

全
国
の
法
務
局
や
地
方
法
務
局
、

市
町
村
の
戸
籍
窓
口
な
ど
で
は
、
無

戸
籍
解
消
の
た
め
の
相
談
を
受
け
付

13　広報そえだ（令和元年８月号） 広報そえだ（令和元年８月号）　12

募
集

Informationくらしに役立つ情報満載

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

▼
と
き　

11
月
６
日
水
、
12
日
火
、　

　

19
日
火（
３
日
間
）９
時
30
分
〜　

お盆の営業
添田町役場

（☎ 82-1231）通常通り

そえだジョイ
（☎ 82-5600）

12日月は休み。13日火～15日木は
13時～17時（浴室受付13時～16時）

歓遊舎ひこさん
（☎ 47-7039）通常通り営業（９時～18時）

クアハウス
（☎ 82-5061）

13日火～15日木は時短営業
（９時30分～17時）

しゃくなげ荘
（☎ 85-0123）

通常通り営業
※一般入浴 10時～21時（受付20時まで）

ひこさんホテル和
（☎ 85-0121）

通常通り営業
※立ち寄り湯 11時～16時

英彦山花公園
（☎ 85-0375）通常通り営業

ごみ収集 通常通り

し尿のくみ取り 13日火～ 16日金は休み。10日土、
11日日、12日月、17日土は営業

水道修繕当番
13日火 ㈲毛利管工（☎82-1023）
14日水 ㈲筑添建設（☎82-4661）
15日木 ㈲畠田建設（☎82-5857）

田川地区斎場
（☎ 42-8002）  15日木は休み

田川地区
急患センター
（☎ 45-7199）

保険証を
忘れずに

◉ 13日火
　内科＝ 19時～21時
◉ 14日水・15日木
　内科・小児科＝９時～17時
　　　　　　　　18時～23時
　外科＝９時～17時
※12時～13時は休診。
※受付は診療終了の30分前まで。

し
ゃ
く
な
げ
荘
調
理
人
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

育
休
女
子
の
職
場
復
帰
準
備
セ

ミ
ナ
ー

再
就
職
の
た
め
の
看
護
技
術

セ
ミ
ナ
ー
（
採
血
・
注
射
編
）

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

中
堅
期
コ
ー
ス

講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

町
営
住
宅
空
き
家
入
居
者
募
集

【
随
時
募
集
】

無
戸
籍
で
お
困
り
の
人
は

相
談
窓
口
に
連
絡
く
だ
さ
い

け
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

▽
福
岡
法
務
局
戸
籍

　

課
／
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
☎
092
―
721
―
９
３
３
４
）　

▽
福

　

岡
法
務
局
田
川
支
局
／
平
日
８
時

　

30
分
〜
17
時
15
分
（
☎
44
―
１
４

　

２
６
）
　

▽
役
場
住
民
課
戸
籍
住
民

　

係
／
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
☎
82
―
１
２
３
３
）　

▽
福
岡
県

　

弁
護
士
会
子
ど
も
の
人
権
110
番
／

　

土
曜
12
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
☎

　

092
―
752
―
１
３
３
１
）

相
談

問 オークホール（☎ 82-2559）

教育のひろば
集い・学び・つながる公民館を目指して

そえだ公民館（オークホール）
ではこんなことをしています

　そえだ公民館（オークホール）では、音楽・演
劇などの鑑賞機会のほか、公民館講座を開設し
たり、創作活動や発表会など自主団体活動を促
進・支援したりして、文化・芸術活動に親しむ
環境を提供しています。大人も子どもも楽しめ
るオークホールにご来館お待ちしています。

◉公民館講座

　オークホールでは、趣味や教
養などの講座が毎日開講されて
います。昨年度から開講したド
ラム教室では、毎週楽しいドラ
ムの音がオークホールに響いています。また、
月に 1回の子どもたちを対象にしたダンス教室
も好評です。

◉シニアパワーアップ塾

　高齢者の皆さんが、長年培っ
てきた知識や経験を地域で活か
し、生き甲斐づくりに役立てよ
うと始まったシニアパワーアッ
プ塾。今年の夏休みも町内の児童館や学童保育
所で、子どもたちの学習活動をサポートします。

◉スタインウェイピアノを弾いてみよう

　オークホールの大ホールで、
世界最高峰のピアノ「スタイン
ウェイ」を弾ける企画を開催中
です。ホールでの演奏体験やピ
アノ練習を存分に楽しむことができます。ピア
ノに触れてみたいお子さん大歓迎です。

◉オークホールロビー展示

　皆さんが制作した作品をオー
クホールのロビーに順次展示し
ています。写真や絵画、クラフ
ト作品など、個人やグループで
無料で展示できます。素敵な作品をお待ちして
います。

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
簡
単
料
理
教
室

　遊びながら論理的思考能力を身
につけ、コミュニケーション能力
を高める効果があるとされるボー
ドゲーム。子どもから大人までど
なたでも参加できます。入退場自
由です。それぞれのゲームをスタ
ッフがサポートしますので、初心
者の人も気軽に参加してください。

●とき ８月23日金 14時～16時
●ところ 町立図書館・児童館
●進行役 公認心理師 井料美輝子さん
●参加費　無料／申し込み不要

問 図書館（☎82-4800）
 　児童館（☎82-3402）

2019図書館・児童館
夏休みボードゲーム会

救急の日のつどい
2019

▶とき　９月８日日　13 時
▶ところ　オークホール
▶内容　真木保育
　園児の演奏、講
　演会「高齢者の
　急病と対応」／久留米大学病院
　副院長 高須 修 先生、救命救急
　講習、救急車両展示、添田町特
　産物販売
問 役場保健福祉環境課健康対策係
　 （☎ 88-8111）

救急車両も

やってくる！

町営
住宅



　

国
が
管
理
す
る
彦
山
川
・
遠
賀
川
・

犬
鳴
川
で
氾
濫
の
危
険
が
高
ま
る
と
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
が

送
信
さ
れ
ま
す
。
メ

ー
ル
を
受
信
し
た
ら
、

雨
の
降
り
方
や
川
の

水
位
を
「
川
の
防
災

情
報
」
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問 

役
場
防
災
管
理
課
防
災
安
全
係

　

 

（
☎
82
―
４
０
０
２
）

　

清
掃
、
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
５
日
木
〜
９
月
８
日

　

日
（
４
日
間
）

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
０
６
１
）

　

２
２
）
▽
た
が
わ
動
物
ク
リ
ニ
ッ

　

ク
（
☎
44
―
８
６
０
０
）
▽
ひ
ら

　

い
し
動
物
病
院（
☎
32
―
７
０
０
７
）

　

▽
白
木
原
動
物
病
院
（
☎
42
―
１

　

０
０
６
）▽
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
動
物
病
院
田

　

川
分
院
（
☎
85
―
８
５
５
２
）

　

携
帯
電
話
の
電
波
帯
拡
大
の
影
響

で
、
テ
レ
ビ
へ
の
受
信
障
害
が
な
い

か
を
調
査
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
映
像

に
影
響
の
出
る
可
能
性
が
あ
る
地
域

に
は
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。
影
響

が
出
た
場
合
は
対
策
員
が
回
復
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
予
定
日　

８
月
22
日
木

※
回
復
作
業
を
行
っ
て
も
、
費
用
を

▼
時
間　

①
〜
④
＝
10
時
〜
12
時
、　

　

⑤
＝
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

①
③
④
＝
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
、
②
＝
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
、

　

⑤
＝
児
童
館

問 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
85
―
０
８
８
８
）

　

新
し
く
出
会
っ

た
仲
間
と
一
緒
に

２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
挑
戦
し
よ
う
。

▼
と
き　

９
月
14
日
土
〜
15
日
日

▼
と
こ
ろ　

英
彦
山
青
年
の
家

※
詳
し
く
は
英
彦
山
青
年
の
家
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

英
彦
山
青
年
の
家

　

 

（
☎
85
―
０
１
０
１
）

　

県
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
人
を

応
援
す
る
企
業
・
団
体
を
「
出
会
い

応
援
団
体
」
と
し
て
登
録
し
、
出
会

い
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン「
あ
か
い
糸
め
ー
る
」で
配
信
中
で
す
。

※
詳
し
く
は
「
福
岡
県
出
会
い
・
結

婚
応
援
事
業
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
出
会
い
・
結
婚
応
援
事
務
局

　

 

（
☎
093
―
733
―
８
２
０
２
）

▼
と
き　

９
月
２
日
月
〜
10
日
火

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

▼
テ
ー
マ　
「
熊
本
地
震
と
障
が
い
者

　

を
受
け
入
れ
た
避
難
所
」
〜
熊
本

　

学
園
大
学
・
激
動
の
45
日
〜

問 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
人
権
同

　

 

和
推
進
係
（
☎
82
―
５
８
０
０
）

▼
と
き　

８
月
24
日
土　

13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
観
賞
料　

無
料
／
要
整
理
券

問 

（
公
社
）田
川
法
人
会

　

 

（
☎
45
―
８
０
０
５
）

▼
内
容　

①
８
月
７
日
水
、
21
日
水

　

／
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
②
８
月
８
日

　

木
／
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ク
ル
③
８

　

月
20
日
火
／
め
だ
か
っ
こ
サ
ー
ク

　

ル「
と
ろ
と
ろ
え
の
ぐ
で
あ
そ
ぼ
う
！
」

　

④
８
月
27
日
火
／
め
だ
か
っ
こ
サ

　

ー
ク
ル「
衣
類
交
換
ど
ー
ぞ
!!
の
日
」

　

⑤
８
月
30
日
金
／
お
ん
ぶ
に
抱
っ

　

こ「
ヨ
ガ
教
室
」

法
令
が
改
正
さ
れ
、
10
月
１
日
か
ら
、

小
規
模
飲
食
店
も
消
火
器
具
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

問 

田
川
地
区
消
防
署
添
田
分
署

　

 

（
☎
82
―
０
５
０
０
）

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い

人
を
探
し
て
い
ま
す
。
自
身
が
林
退

共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い

人
も
お
調
べ
し
ま
す
。
ま
た
、
罹り

災

し
た
共
済
契
約
者
と
被
共
済
者
の
皆

さ
ん
に
、
各
種
手
続
き
（
退
職
金
の

請
求
な
ど
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
で
き
る
限
り
速
や
か
に
対
応
し
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本

部
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　

 

済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
（
☎
03
―
６
７
３
１
―
２
８
８
９
）

　

平
成
31
年
１
月
１
日
時
点
で
添
田

町
に
住
民
票
の
あ
っ
た
人
で
、
非
課

税
者
分
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
人
に
、
７
月
下
旬
に
交
付
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
期
限　

12
月
31
日
火
消
印
有
効

※
子
育
て
世
帯
分
は
、
申
請
不
要
。

▼
購
入
引
換
券
発
送　

９
月
中
旬
以
降

　

令
和
元
年
度
は
９
月
２
日
月
が
納

期
限
で
す
。
個
人
事
業
税
の
納
税
は
、

産
業
振
興
や
、
皆
さ
ん
の
安
全
・
安

心
の
向
上
を
図
る
た
め
重
要
な
も
の

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問 

福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
０
３
）

▼
開
催
期
間　

９
月
30
日
月
ま
で
の

　

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜　

①
10
時

　

②
14
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
税
務
署

▼
定
員　

30
人
／
参
加
無
料

※
参
加
希
望
者
は
田
川
税
務
署
に
事

前
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
消
費
税
軽
減
税
率
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
―
205

―
553
／
平
日
９
時
〜
17
時
）
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

問 

田
川
税
務
署（
☎
44
―
０
４
３
０
）

　

平
成
28
年
に
新
潟
県
糸
魚
川
市
で

発
生
し
た
大
規
模
火
災
を
受
け
消
防

請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

700
Ｍ
Ｈ
ｚ（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）テ
レ
ビ

　

受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
１
２
０
―
700
―
012
）

　

農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
２
年
２

月
１
日
現
在
で
「
２
０
２
０
年
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
日
本
の
農
林
業
・
農
山

村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
、

最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。
令
和
元

年
12
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が
農
林

業
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
訪
問
し
て
、

調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
票

に
記
入
さ
れ
た
事
項
は
、
統
計
以
外

の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課

　

 

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
88
―
８
０
８
１
）

【
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
】

　

こ
の
事
業
は
、

消
費
税
引
き
上
げ

が
消
費
者
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
趣
旨
に
ご
理

解
の
上
、
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
問
い
合
わ
せ
先
／
添

田
町
商
工
会（
☎
82
―
０
２
４
４
）

　
（
公
社
）福

岡
県
獣
医
師

会
小
動
物
部

会
筑
豊
地
区

部
会
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

対
し
て
不
妊
・
去
勢
手
術
の
支
援
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
手
術
費
用
（
耳
先
カ
ッ
ト
費
含
む
）

　

メ
ス
１
匹
＝
１
万
円（
消
費
税
別
）、

　

オ
ス
１
匹
＝
５
千
円（
消
費
税
別
）

▼
申
し
込
み
条
件　

特
定
の
飼
い
主

　

を
持
た
な
い
猫
で
、
申
込
者
の
住

　

所
が
筑
豊
地
区
に
あ
る
人
。
詳
し

　

く
は
手
術
協
力
動
物
病
院
に
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

12
月
28
日
土
ま
で

　
（
先
着
150
匹
）

▼
手
術
協
力
動
物
病
院

　

▽
済
城
動
物
病
院
（
☎
46
―
１
１

広報そえだ（令和元年８月号）　14

Informationくらしに役立つ情報満載

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
業
振
興

　

 

係
（
☎
82
―
１
３
２
７
）

▼
開
始
時
期　

10
月
か
ら

▼
対
象　

①
３
〜
５
歳
児
ク
ラ
ス
の

　

子
ど
も　

②
０
〜
２
歳
児
ク
ラ
ス

　

の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も

※
詳
し
く
は「
子
育
て
支
援
内
閣
府
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

〇
保
育
園
に
つ
い
て

 　

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
子
育
て
・

　

 

障
が
い
者
支
援
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
２
）

　

 

〇
幼
稚
園
に
つ
い
て

　

 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
教
育
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
３
）

イ
ベ
ン
ト

９
月
２
日
月
は
、
個
人
事
業
税

第
１
期
分
の
納
期
限
で
す

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

ク
ア
ハ
ウ
ス
休
館

テ
レ
ビ
の「
受
信
障
害
」対
策
を

実
施
し
ま
す

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

10
月
か
ら
小
規
模
飲
食
店
で
も

消
火
器
の
設
置
が
義
務
に

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

対
象
範
囲
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
「
川
の
防
災
情
報
」

で
川
の
様
子
が
見
ら
れ
ま
す

　６月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　６月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
１（＋１）
０（±０）

今年の累計
０
１
２
１

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

７（ー９）
０（±０）
１（ー５）

今年の累計
74
２
19

  車上ねらい

●人　口　9,748 人（ー７人）

●男　性　4,595 人（±０人）

●女　性　5,153 人（－７人）

●世帯数　4,697世帯（＋５世帯）

●出生　４ 人

●死亡　９ 人

●転入　18 人

●転出　20 人

人の動き ６月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）

　８月20日火、９月３日火

●補聴器相談（役場ロビー）

　８月９日金（15時～）、９月11日水（13時～）

●無料法律相談（オークホール／13時～16時）
　８月16日金
※２か月に１回の巡回無料相談会です。前日午前
中までに役場保健福祉環境課で予約してください。
問 役場保健福祉環境課（☎82-1232）

●無料法律相談会

　（福岡法務局田川支局／13時～16時）

　８月13日火、９月10日火

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。

問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）

●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）

　８月13日火（10時～）、22日木（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　

手保健福祉環境事務所／要予約）

　８月７日水、９月４日水（13時30分～16時30分）

問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増

　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

納期限のお知らせ
●９月２日月が納期限です
　▷町県民税（２期）
　▷国民健康保険税（２期）
　▷後期高齢者医療保険料（２期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

15　広報そえだ（令和元年８月号）

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
で

気
持
ち
良
い
汗
を
流
そ
う

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）か
ら
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
「
出
会
い
・
結
婚
応
援

事
業
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

お
知
ら
せ

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
、
適

格
請
求
書
等
保
存
方
式
説
明
会

親
と
子
の
映
画
祭

名
探
偵
コ
ナ
ン「
紺
青
の
拳
」

人
権
パ
ネ
ル
展

あ
す
な
ろ
猫

不
妊
・
去
勢
手
術
支
援
事
業

消
費
税
増
税
に
伴
う
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て

　
○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）安
藤
英
敏（
下

　

落
合
）
▽（
故
）宮
平
尚（
桝
田
）▽

　
（
故
）
山
本
常
夫
（
下
中
元
寺
）▽

　
（
故
）米
田
弘
子（
添
田
東
）
▽（
故
）

　

黒
木
健
一（
庄
東
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
髙
橋
浩
月
（
町
四
）
▽

　

坂
本
泰
子（
峰
地
）▽
伊
藤
麗
子（
添

　

田
中
）▽
田
代
律
子（
田
川
市
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子（
添
田
中
）▽

　

三
丸
十
七
子（
添
田
中
）▽
田
代
律

　

子（
田
川
市
）

　

  　

  

（
令
和
元
年
７
月
14
日
現
在
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）



◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

８

令
和
元
年
８
月
号

広報

そ
え
だ

2019

栄養豊富な夏野菜で夏バテ対策をしよう

こんな症状は夏バテかも
□全身のだるさと疲労感
□食欲不振
□下痢・便秘
□頭痛
□むくみ

だるさと疲労感
振
便秘

夏野菜を使ったおすすめレシピ
添田産夏野菜の肉みそそうめん

【材料】（２人分）
そうめん・乾…３束（150ｇ）
豚ひき肉………150ｇ
なす……………２個
オクラ…………４本
ピーマン………１個
黄ピーマン……１個
ごま油…………小さじ１
減塩みそ………大さじ１/２
みりん…………大さじ１
酒………………大さじ１
砂糖……………大さじ１
水………………300ｃｃ
顆粒だし………小さじ１/２
みりん…………小さじ４
減塩醤

しょうゆ

油………小さじ２
塩………………少々
小ねぎ…………適量

Ａ

Ｂ

Ｃ

そんな時は…

夏野菜を食べよう
①水分やカリウムが豊富
で熱をクールダウンしてく

れる②カ
ラフルで
食欲ＵＰ

問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 88-8111）

今回使った夏野菜は、歓
遊舎ひこさんで販売中。
安くておいしく、栄養価
も１年で最も高い状態で
す。暑さに負けない体を
目指しましょう。

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

〇

１
人分
　エ
ネル
ギー

600kca
l、タンパク質23ｇ、塩分4.5ｇ

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

１１
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人分分分分分分分分分分分分分分分分分

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 6666666666666666666666666660000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

00000000000000000000000000000kkkkkkkkkkkkkkkkkkkcccccccccccccccccccccccccccccccccccccccccccccccaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaalll、、、、、、、、、タタタタ ククク質質質質質質質質質質質質質23ｇｇｇ、、、、塩塩塩塩塩塩塩分分分分分分分44444444444444444444444444444444......555555555555ｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇ

【作り方】
①なす・ピーマン・黄ピーマンは小さめの
角切りにする。オクラはさっと茹でて食べ
やすい大きさに切る。Ａの調味料は混ぜ合
わせておく。
②フライパンにごま油を熱し、弱火で豚ひ
き肉を炒める。肉の色が変わったら、なす・
オクラ・ピーマン・黄ピーマンを加え炒める。
③全体に熱がとおったら、Ａの調味料を
加え、ふたをして弱火で３～４分蒸し
煮し、肉みそを作る。
④鍋にＢを入れ、煮立ったらＣを加え
めんつゆを作る。
⑤そうめんを茹で、冷水で洗い、水気
を良く切る。
⑥器にそうめんを盛り、③の肉みそを
のせ、④のめんつゆを注ぐ。上から小
ねぎをちらして完成。

８
月
21
日
で
、
３
期
目
の
１

年
が
過
ぎ
ま
す
。
６
月
号
で

は
保
育
料
の
無
償
化
さ
れ
な

い
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で

の
問
題
の
ご
指
摘
に
お
答
え
し
ま
し
た
。
10
月
か
ら

の
無
償
化
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、
真
剣
に
財
源
等
含

め
検
討
を
続
け
ま
し
た
。
現
段
階
で
は
２
分
の
１
補

助
で
き
な
い
か
最
後
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
加
え
、
小
学
生
等
へ
の
日
用
品
へ
の
支
援
も
行
う

よ
う
来
年
度
に
向
け
検
討
し
て
い
ま
す
。
▼
町
政
の

運
営
を
任
せ
ら
れ
少
子
高
齢
化
に
直
面
し
、
厳
し
い

財
政
状
況
下
で
、
消
滅
自
治
体
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
町
政
課
題
の
一
つ
に
、
住
ん
で
い
る
人
の
住
環

境
の
整
備
、
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
老
朽
化
し
た
住
宅
問
題
や
若
者
の
住
む
住
宅

の
問
題
で
し
た
。
▼
さ
ら
に
重
要
な
課
題
は
町
の
財

政
状
況
で
し
た
。
町
債
等
こ
れ
ま
で
の
公
共
施
設
建

設
に
お
け
る
借
金
の
返
済
を
は
じ
め
財
政
運
営
・
健

全
化
で
す
。
財
政
健
全
化
に
は
今
も
、
苦
戦
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
財
政
診
断
を
行
っ
た
国
の
財
務
支
局

の
診
断
結
果
で
は
「
債
務
償
還
能
力
及
び
資
金
繰
り

状
況
に
関
し
て
、
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
」
で
す
。
▼

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
財
政
健
全
化
と
い
っ
て

も
「
我
々
に
は
関
係
な
く
、
何
の
恩
恵
も
な
い
」
と

言
う
方
も
い
ま
す
。
北
海
道
夕
張
市
、
平
成
19
年
に

財
政
破
綻
で
財
政
再
建
団
体
に
指
定
さ
れ
、事
実
上
、

国
の
管
理
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。「
全
国
最
低
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
」
と
「
全
国
最
高
の
市
民
負
担
」
と
言
わ

れ
、
市
民
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
軽
自
動
車
税
は
1.5

倍
に
水
道
料
金
等
も
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
破
綻
か
ら
十
数
年
、
人
口
は
３
割
減
少
と
い
う

状
況
で
す
。
▼
町
政
を
預
か
り
、
９
年
間
こ
の
よ
う

な
状
況
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
着
実
に
運
営
を

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、油
断
は
禁
物
。
ま
だ
ま
だ
、

こ
の
先
10
年
は
責
任
を
持
っ
て
見
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
頑
張
り
ま
す
。

▼
町
営
住
宅
問
題
に
は
、
将
来
戸
数
等
十
分
勘
案
し

な
が
ら
、
長
寿
命
化
計
画
の
中
、
順
次
建
設
す
る
こ

と
を
決
断
し
ま
し
た
。
町
営
住
宅
と
は
思
え
な
い
デ

ザ
イ
ン
の
幸
地
町
団
地
の
建
設
。
そ
し
て
今
、
全
町

民
対
象
の
ふ
れ
あ
い
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
併
設
し
た

朝
日
ヶ
丘
団
地
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
小
学
校

統
合
と
中
学
校
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
も
、
時
間
を

要
し
ま
し
た
が
、
今
回
決
定
し
た
方
針
、
５
校
を
１

校
に
統
合
な
ど
を
各
地
域
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、
進

め
て
い
き
ま
す
。
100
年
後
を
見
越
し
た
木
造
の
添
田

町
立
小
学
校
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
▼
英
彦

山
花
工
房
も
英
彦
山
を
文
化
と
歴
史
、
登
山
の
山
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
家
族
で
１
日
ゆ
っ
く
り
楽
し
め

る
施
設
と
し
て
整
備
し
た
い
と
奔
走
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
塵じ

ん
か
い芥

処
理
場

の
跡
地
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
だ
数
年

先
の
話
に
な
り
ま
す
。
▼
日
常
生
活
、
衣
食
住
の
支

援
も
病
院
通
院
や
食
料
品
等
の
買
い
物
の
対
応
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
で
の
助
け
合
い
共
助

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。
町
で
自
家
用
車

を
用
意
し
、
地
域
で
運
用
管
理
す
る
な
ど
「
小
さ
な

拠
点
」
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
高

齢
者
の
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
町

で
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
75
歳
以
上
の
自

家
用
車
を
持
っ
て
い
な
い
方
に
タ
ク
シ
ー
券
の
配
布

を
決
め
た
の
も
そ
う
で
す
。
子
育
て
支
援
も
、
他
町

村
に
先
が
け
出
産
奨
励
金
や
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
▼
今
後
10
年
間
は
財

政
健
全
化
と
並
行
し
な
が
ら
、
高
齢
化
・
少
子
化
に

対
応
す
る
た
め
、
今
あ
る
も
の
を
伸
ば
し
、
将
来
あ

る
子
や
孫
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

本
当
に
添
田
町
の
元
気
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
し
っ
か
り
こ
の
手
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
引
き
続

き
、
力
強
い
ご
支
援
が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
町
政

に
対
し
ま
す
叱し

っ
た咤

激
励
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


